






























第二章において，前章と同じ実験方法で， 5 樹種の広葉樹材試験体と 5 樹種の針葉樹試験体を
用いて，相対湿度上昇を抑制する効果と比重との関係、について検討した。測定に用いた木材試験








第三章において，厚さの異なる 3 種類のスギ板材を用いて，温度が 30 ℃から 15 °C~こ低下す
る際の板材を入れたデシケータ内の相対湿度を測定し木材が相対湿度上昇を抑制する効果を試
験体の厚さ間で比較した。ひとつの板自由を吸湿面とし9 それ以外の面をアルミ箔で被覆した板
材を試験体として用いた場合，相対湿度の最大変化幅は厚さが大きくなるほど大きくなる傾向が
認められ，このことは薄い試験体は厚い試験体より曲げ間性が低く，幅反りが生じやすく，吸湿
表面の自由な膨張が可能で、あり，より多くの水分を速く吸着したことによると考えられる。薄い
実験体ほど，急激な温度変化の条件下では，調湿機能に優れていることを示唆するものであると
している。
以上の点より，本研究は調湿効果を期待して木材を内装材として利用する際に，樹種の比重や
針葉樹・広葉樹による材賓の特性，形状の特性を考慮することにより，快適な室内環境を形成す
ることができる点を実験的に実証したものである司今後，木材を内装材として使用する際の指針
を与えるものであると評価でき 学位論文として十分な内容をもつものであると判断したD
